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 このテキストは、千歳市蘭越出身の白沢ナベ氏（1905-93：戸籍上は 1906-）の語りによ
る uepeker「散文説話」で、1988 年 8 月 31 日に白沢氏の自宅において録音したものである。
整理番号は N8808312UP。1993 年 9 月 28 日に、この話の不明部分についての聞き直しを
行っている。 
 
あらすじ 
 私は何不自由ない暮らしをしていて、妻も働き者であった。そのうちに妻が子を宿し、立派
な男の子を産んだ。その子をかわいがって暮らしていたが、そのうちに交易用の熊の毛皮や鹿
の毛皮がたくさんたまってきたので、妻と息子を連れて舟で和人の村に交易に行くことにした。 
 和人の村に着くと、頭の上にカラスをとまらせたような和人が大勢やってきて、私たちを舟
ごと岸に引き上げてくれ、交易の荷を運んでくれた。殿様の屋敷に着くと、殿様が私たちを自
分の部屋に迎え、ご馳走をふるまってくれた。殿様は上機嫌で笑いながらいろいろ話しかけて
くるが、和人にさからうと大変なことになると聞かされていたので、私も笑いながら受け答え
をしていた。殿様は私の息子をいたく気に入り、抱きかかえて離そうとしなかった。 
 そのようにして数日が過ぎると、殿様は何か言い出しにくいことがあるらしい。やっと話し
始めると「自分は和人の長だが、子供がおらず、子供が欲しくてしかたなかった。お前の息子
を私にくれないか」という。一人息子をやるわけにはいかないと、私も妻も断ったのだが、和
人の子供は大勢いるが、自分はオッテナ（アイヌの成人男性を指す言葉）の子供でなければ嫌
なのだと言って、どうしても聞き入れない。和人の殿様の言葉にさからうとひどいことになる
と言われていたので、私はとうとう息子を置いていくことを承諾してしまった。 
 殿様は大喜びで、私たちにたくさんの食料をくれて、私たちは家の上座にその土産を運び込
んだが。息子を置いてきてしまったことが心残りで、その積み上げた食料の上に横になって、
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 悶々と日を送っていた。しかしそのうちに、そんなふうにしていて体を弱らせていてはだめだ
と一念発起し、また山へ狩りに行くようになった。それでも息子のことが気がかりで、いろい
ろ噂話を聞いていると、殿様のところで息子はすくすくと成長し、殿様も大層喜んでいるとい
う。 
 ところが、ある時、遠くの殿様から手紙が来て、その村の山に巨大な鳥がすんでいて、和人
が山に入るとその鳥にみんな殺されて食べられてしまうのだという。アイヌは大変勇敢だと聞
くので、私の息子であるオッテナを、その鳥退治によこしてくれという依頼だった。殿様は断
ったが、その後も毎年手紙がよこされ 6 年たった。6 回頼まれたことは断ることができないと
いうことになっているので、殿様は泣く泣く息子を行かせることにしたという話だった。 
 私はそれを聞くと、イナウを削り、神々に息子を守ってくれるようお祈りをしていた。する
と息子はその村に行き、侍たちに途中まで案内されて、その山へ行った。すると、大きな滝が
あり、その滝の上が尾根になっていて、その尾根に生える巨木の上に巨鳥が巣を作っていた。
その木の下には、なるほど和人の骨や熊の骨が、木の中ほどまで積みあがっていた。息子は木
の陰から矢を撃って、その巨鳥を倒して帰って来た。遠くの殿様はたいへん喜んで、息子にさ
まざまなものをくれ、息子は無事に殿様のところに帰って来たという話だった。 
 私はほっと安堵の胸をなでおろして暮らしていたが、そのうちにまた聞くところによると、
別の遠くの殿様から手紙が来て、その村の山にチチケウナという、熊よりも小さいが熊よりも
強い化け物がいて、和人が山に行くと殺して食べてしまう。化け物鳥を倒したアイヌのオッテ
ナがいるという話を聞いて、ぜひそのチチケウナも退治してほしいと言ってきたということだ
った。殿様は断ったが、また 6 年の間手紙が来て、とうとう引き受けざるをえなくなったとい
う。そこで私はまたイナウを作り、神々に祈りをささげた。 
息子がその山へでかけていくと、山の中腹に巣穴があり、その口が開いているのが見えた。
息子は大声でチチケウナに向かって、「出てきて自分を食ってみろ」と挑発した。チチケウナ
は薄笑いを浮かべたような顔で飛び出してきて、息子を追いかけた。息子はわざと自分を追い
かけさせておいて、そのうちに矢をつがえて、チチケウナの体にずぶりと矢を撃ちこんだ。そ
してチチケウナをののしりながらその体を細かく刻んだ。刻まれた肉は寄り集まってもとに戻
ろうとしたが、息子は土やごみと一緒に細かく刻んで、それを倒木にくれてやった。 
 そのような話を私は聞いていて、もうあのような仕事をさせられなければよいがと思ってい
ると、また別の殿様から手紙が来たという話だった。それによると、その村の近くに小さな沼
があって、その沼の端から端まで届くような、大きな舟をふせたような、口の周りに赤い布を
縫いつけたようなものがいて、それに追いかけられたものは生きて帰れない。それを退治して
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 ほしいという手紙だった。殿様はまた泣きながら息子を送り出した。そこで私はまたイナウを
削ってカムイに祈りをささげていた。 
 息子がその沼の岸辺に行ってみると、本当に言われたとおりの化け物がいたので、息子は足
を踏み鳴らしながら、相手を挑発してこう言った。 
「おまえはなぜそこで和人たちを食べているのか。私はたったひとりなのだから、私を食べて
みろ」 
 すると化け物は沼から飛び出し、陸の上を追ってきた。息子は太い木の周りをまわって逃げ
た。そのうちに矢を矢筒から抜いて、激しく射ると、化け物は倒れて木原の上でもがき苦しん
だ。息子は刀を抜いて、ののしりながら肉を細かく刻んだ。その肉が寄り集まろうとするので、
ゴミや土と一緒に刻んで、腐った倒木にささげた。息子は遠くの殿様のところへ戻って、たく
んさんご馳走をしてもらって帰って来た。 
 父親の殿様は「このような働き者だと聞いていたので、オッテナの息子が欲しかったのだ」
と、泣きながら喜んだ。そしてこう言った。「息子がこのように何度も活躍して、魔物を退治
してくれたので、私は単衣の着物一枚だけを身に着けて、城を出ていこう。そして私のかわり
にお前を城主としよう」。息子は「城を出て行かなくても、自分が面倒をみるから」と言った
のだが、殿様は聞き入れることなく城を出て行った。 
 そんな話を聞いていたある日、村人たちが「大きな弁財船」が来たといって大騒ぎしている。
すると息子がその弁財船に乗ってやってきて、殿様が城を出て行ったので私たちを迎えに来た
という。城のそばに家を建てて何不自由ない暮らしをさせるから、一緒に来てくれという。私
は自分の村を去りがたかったが、息子がそういうので、私の財産のうちの良いものだけを舟に
積んで、殿様の村へ行った。そして、息子は私たちのために城の外に立派な家を建てて住まわ
せてくれ、私たちはそれから何を食べたいとも、何を欲しいとも思わない暮らしを送った。そ
のうちに息子は美しい妻をめとり、子供もたくさん生まれて、その子供を私たちも一緒になっ
て可愛がっているうちに年老いたので、この身の上話を語り残しておくのだ。 
 と、本当の長者が言いながら、この世を去った。 
 
解説 
 アイヌの物語文学―散文説話、神謡、英雄叙事詩―のほとんどは、物語中の登場人物のうち
の誰かの視点から話がつづられていく。つまり、「私が…私が…」という形式で進んでいく。
そのことによって、アイヌ文学は一人称叙述文学であるなどと言われることが多い。この視点
のおかれた人物を「叙述者」と呼ぶことにする。叙述者は物語の中心人物―いわゆる主人公と
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 一致することが多いが、必ずしもそうとは限らない。神謡では、オキクルミという人間の姿を
したカムイ「神」が活躍する話が数多くあり、一般的な感覚からいえばオキクルミが主人公な
のだが、実際には神謡というジャンル内でオキクルミが叙述者であることはほとんど無く、オ
キクルミに退治される動物の視点から語られる話も多い。 
 この叙述者の視点から語られるという制約は、アイヌの物語文学に独特な構造を与えている。
すなわち、叙述者のいないはずのところで起きた出来事は、原則として語ることができないと
いうことである。しかし、すべての物語を固定したひとりの登場人物の視点から語るというこ
とは、困難な場合も多い。そのために、さまざまなテクニックが工夫されている。 
 最もよく使われる手法は、叙述者を交替させてしまうことである。叙述者が代わったことを
示すために、幌別の神謡などでは oyak ta terke「よそへ跳ぶ」などという表現を使うことがあ
る。沙流方言の散文説話では、sekor ne kor konto ○○ isoytak.「というところで、今度
は○○が語る」などという言い方をする。千歳方言でも同じような言い回しを用いる。 
 もうひとつの手法は、叙述者以外の登場人物のせりふとして、叙述者の知らない出来事につ
いて語らせるというやり方である。よくあるパターンとしては、叙述者の夢の中にカムイが現
れて、「実はこれこれこういうことだったのだ」などと、事件の全容を語らせるなどというこ
とがある。これは、一時的に叙述者を交替することだと考えてもよいが、この場合、叙述者自
身の人称も、他の登場人物のせりふの中の自称も、同じ４人称で語られるので、どこで誰のせ
りふに入ったのかが明確にしておかないと、今誰が話をしているのかわからなくなる。千歳方
言では、○○ itak hawe ene an hi「○○がこのように語った」
○○のせりふが始まり、sekor hawean（あるいは itak）という表現が来たら、その前でせ
りふが終わったことが示される。ただ、時によってはこれが省略され、本来の叙述者の叙述（地
の文）なのか、他の登場人物のせりふなのか、解釈に苦しむ場合もある。 
 三番目の手法としては、叙述者の身の回りで起こったのではないことについて、伝聞で知っ
たことにするというやり方がある。二番目と異なるのは、誰が言ったことなのかが特定されず、
seta or peka cikap or peka inu=an awa「犬を通じて、鳥を通じて聞くと」のような常套
句などを用いて、どこかからの噂としてもたらされた話として示されることである。 
 本編はこの三番目の手法をかなり強引に用いた例で、その点で大変面白い話である。物語は
ある男の自叙から始まり、和人の殿様に懇願されてその一人息子を置いていくはめになり、そ
の息子が成長していろいろな化け物を退治していくという展開になる。したがって、物語の実
質的な主人公は息子だと言ってよい。こうした展開の話の場合、一番目の手法をとって、息子
が成長したところで叙述者を息子に交代するのが一般的なのだが、本編では引き続き父親が叙
という表現のすぐ後からその 
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 述者のまま、息子の活躍を全部風のたよりに聞き伝えた話として語っていく。そのために、本
編では sekor hawas hi a=nu「と話されているのを聞いた」という表現が多用される。 
 一項動詞である hawean「～が言う」と異なり、０項動詞である hawas「言う」
は主語を特定しない動詞である。つまり、誰が言ったかわからないが、そういう話
が語られているということを表す。本編はこの動詞を多用して、叙述者をアイヌの
村にいる父親に固定したまま、和人の殿様のところにおり、他所の殿様の要請を受
けて各地に化け物退治に出かけていく息子の動向を、すべて伝聞体で描いていくわ
けである。 
 ただし、これは少し強引なやり方でもあるので、途中で語り手自身がその設定を
忘れてしまって、いつの間にか息子自身の自叙になっているらしいところがある。
しかし、それではこの話のエンディングにうまくつながらないので、話が一段落し
たところで、再び父親の自叙に戻っている。 
 内容的にも、和人の殿様がアイヌの子供を養子にして、最終的には家督をゆずり、
自分は城を放棄して身一つで姿を消すという、なかなかにあり得ないファンタジッ
クな展開になっている。前半では、和人の殿様に逆らうと恐ろしいことになるとい
うので、父親が息子を手離すことになったわけだが、このようにある意味矛盾した
和人像がどのように形成されたのか。筆者は中川（1989）で、「主人公側に何ら非が
ないのにもかかわらず，敗北して終わるというような話が，少なくともアイヌ口承
文芸の特定のジャンル【筆者註：この場合は散文説話】においては，そもそも成立
しえなかったのではないか」（p.82）という説を提案した。つまり、例外はあるもの
の、散文説話には叙述者が最後にハッピーエンドを迎えて終わるという、ジャンル
としての制約が働くということである（神謡の場合にはこの制約が無いので、叙述
者が悲惨な死に方をして、自分の一族に「私のようなことはするな」と言いおいて
終わるという話がたくさんある）。 
この話の場合、主たる叙述者である実の父親にとってのハッピーエンドは、再び
息子とともに暮らせるようになるということであり、そのために、父親から無理や
り息子を奪い取った和人の領主が、その子が成長するとあっさりと家督をゆずって
城を去っていくという、いささか理不尽な展開が必要であった。また一方では、そ
れが父親にとってのハッピーエンドであることを示すために、節々で息子を手離し
た嘆きや、息子の身の上を案じてカムイに祈りをささげる場面が挿入されているの
であり、逆に言えばそれを描くためには、父親のほうに視点を置き続けなければな
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 らないという形式的な制約が課されていると考えることができる。すなわち、内容
の型の制約と叙述の形式の制約とが、このようなストーリー展開と叙述の仕方を要
求することになったと考えられる、興味深い一例である。 
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テキストの表記法について 
 
 アイヌ語テキストの表記中、=（イコール）は、その前あるいはその後にあるものが人称接
辞であることを示す。_（アンダーバー）を付したものは、その前の音素が交替して別の音素
になっていることを示す。例えば、an w_a → an ma。h_i や y_ak のような例では、h や
y が脱落することを示す。...とあるのは、単なるポーズ、言いよどみを表すのではなく、その
後で明らかに別の語句に言い直したと思われる場合に付す。その際、*re ... などのように*
を添えたものは、単語が言いさしになって、不完全な形で終わっていることを示す。なお、こ
うした言いさし・言いよどみは、それを示しておかないと、どこまでを言い直しているのか判
断がつかなくなるような場合にのみ示してある。<ne>のように< >で示したのは、佐藤知己
氏が「有音休止」と呼んでいるものであり、おもに発話の最後の音節を繰り返す形で、次の発
話までの間をとる語用上の形式である。 
 註は各ページごとに脚註の形で示した。脚註等における N9309281FN のような記号は、
私の採録した資料の整理番号である。N(白沢ナベ）93（1993 年）09（9 月）28（28 日に
録音した）1（1 本目のテープに収録されている）ことを示す。FN はフィールドノートの意
味で、録音全体を聞き起したものを指す。また UP は散文説話（uepeker）のテキストであ
ることを指す。 
 
文献略号 
沙流方言辞典：田村すず子（1996）『アイヌ語沙流方言辞典』草風館 
静内方言語彙集：奥田統己（2000）『アイヌ語静内方言文脈つき語彙集』 
集大成：萱野茂（1974）『ウエペケレ集大成』アルドオ 
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 本文 
 
sino nispa a=ne wa oka=an  私は立派な長者として暮らして 
ruwe ne hike <ke> いたのだが、 
a=macihi nepenepo yuptek wa  妻はどれほど働き者で 
sirki ya ka a=eramuskari  あるかわからないくらいである 
mat a=kor wa an=an pe ne kusu <su>  （それほどの）女性を妻にしていたので、 
ekimne=an kor_  私は狩りに行くと 
tup sumawe a=kor_ rep sumawe a=kor.  ２頭の獲物、３頭の獲物をとってくる。 
nep a=e rusuy  何を食べたいとも 
nep a=kor_ rusuy ka somo ki.  何を欲しいとも思わずにいた。 
cepkoyki=an kor rupne cep patek  魚捕りに行くと、大きな魚ばかり 
pirka cep patek a=eawnarura.  よい魚ばかり捕ってきた。 
soy ta hene cep kuma tay  表にも魚の干し竿 
cise or_ ta hene cep kuma tay  家の中にも魚の干し竿 
kam kuma tay orasnacitke.  肉の干し竿にどっさり（魚や肉が）さがり 
a=macihi tu pu epuni. 妻はふたつの倉を建てた。 
toyta p ne kusu  畑を耕していたので、 
tu pu epuni re pu epuni wa  ふたつの倉、みっつの倉を建て 
nep a=e rusuy nep a=kor_ rusuy ka  何を食べたいとも何を欲しいとも 
somo ki no oka=an ruwe ene an h_i ne wa  思わずに暮らしていて、 
poronno cihoki uekarpa ruwe ne.  交易用の毛皮もたくさん集まった。 
a=kor_ ruwe ne korka <ka> ...  （毛皮を）手に入れたのだが… 
a=kor_ ruwe ne wa oka=an akusu  持って暮らしていたところ、 
a=macihi honkor hine poro honkor ki hine  妻が妊娠してお腹が大きくなり 
poro hekaci kor hine <ne>  大きな男の子を産んで 
orowa a=ukoomap kor oka=an ayne <ne>  かわいがって育てているうちに 
cihoki eytasa ukaosma wa ne yakne <ne>  毛皮がたくさんたまったら 
picirpeo wa kusu <su> うじがわいてきたので 
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 "a=macihi i=etunus1 yakne <ne>  「妻よ、ふたりで舟に乗るなら 
uymam=an w_a uymam *am2 … aep  交易に行って、異国の食べ物を 
poronno a=cipekusa wa a=e ro.  たくさん舟で運んできて食べよう。 
a=kor cihoki <i>  私の毛皮が 
poronno ukaosma ruwe ne korka."  たくさんたまったのだけど」 
sekor kane itak=an akusu a=macihi ese ese  と言うと、妻は賛成し、 
"itura=an kusu ne hawe ne." sekor kane 「私も一緒に行きます」と（言う） 
"ietunus=an w_a arpa=an kusu ne."  「ふたりで舟に乗って行きます」 
sekor kane hawean w_a kusu  と言うので、 
orowa cip ･･･ cip ･･･ episne cip or un  それから浜にある舟に 
a=kor_ cihoki a=se a a=se a  私の毛皮を背負って行って 
a=rura a a=rura a hine  運んで運んで 
orowa a=macihi pakkay wa  妻は子供をおぶって 
ponpakkay3 wa <wa> uymam=an kusu  赤ん坊をおぶって交易に 
uetunus=an w_a paye=an.  ふたりで舟に乗って行った。 
sisam kotan un tono kotan4 un  和人の村へ、殿様の村へ 
ki ruwe ne hine paye=an ayne <ne>  そうやって行くうちに 
sisam kotan ta tono kotan ta  和人の村に、殿様の村に 
sirepa=an w_a <ma> ... sirepa=an akusu  到着したところ 
sapaha kasi ta paskur_ rok rok pekor okay5  頭の上にカラスがとまったような 
sisam poronno ran hine 和人が大勢下りてきて 
                                                   
1 i=etunus：i=「私」e-「～で」tun「二人」us「～につく」ということで、ふたりで舟に
乗ることを表している。千歳地方では男性と女性がひと組になって、舟で鮭漁を行う習慣があ
り、それがここに反映されている可能性がある。 
2 uymam *am：その後で aep「食べ物」と言い直しているが、uymam amam「交易の穀
物」と言いかけたように思える。uymam amam については（集大成：p.49）で、はっきり
「米」と訳されている。 
3 ponpakkay：「ponpakkay【自動】[pon-pakkay 小さい・子どもをおぶう]赤ん坊をおぶ
う」（沙流方言辞典） 
4 tono kotan：ここでは「殿様の村」と訳しているが、対句になっている sisam と訳の上
の区別をつけるためであり、意味としては「和人」ということである。領主としての殿様は、
kamuy tono と呼ばれている。 
5 sapaha kasi ta paskur rok rok pekor okay：paskur「カラス」というのはもちろん
ちょんまげのことを指している。和人を描写する時の常套的表現。 
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 a=o cip a=o hi neno an w_a  私たちが舟に乗ったまま 
sanke masar makun masar  浜手の草原、奥の草原 
masar uturu a=koetaye wa  草原の間に引っ張りあげて 
orowaun usa cihoki ne yakka  それからいろいろな毛皮も 
a=tekehe kerpa ka somo ki no anpa hine  私たちの手をわずらわさずに持って 
yap w_a kusu osi yap=an akusu  上がったので、私たちも岸に下りると 
kamuy tono6 or_ ta ahunke pa p ne hine  殿様のところに（荷物を）運び入れて 
kamuy tono 殿様は 
"pirka cihoki ottena7 kor wa ek ruwe ne."  「立派な毛皮をオッテナが持ってきた」 
sekor hawean kor  と言いながら 
とっても eramuriten w_a <ma>  とてもご機嫌で 
orowano tu mina itak i=koterkere  ふたつ笑いながら話しかけ 
re mina itak i=koterkere. みっつ笑いながら話しかけてきた。 
"ahup w_a sini yan sini yan.  「入って休みなさい、休みなさい。 
yap w_a sini yan sini yan."  上がって休みなさい、休みなさい」 
sekor hawean pe ne kusu  と言うので、 
tono ye itak a=kasi kor a=sitoma p ne  和人の言葉に従わないと恐ろしい 
sekor hawas pe ne kusu と言われているので 
"yap w_a sini yan. yap w_a ipe yan."  「上がって休みなさい、休みなさい」 
sekor kane hawas kor itak os … と言われると、 
itak kotcawot8 yap=an hine <ne> 言い終わらないうちに上がって 
sini=an akusu  休むと 
"a=kor casiki or un a=i-tura9 yak pirka."  「私の座敷に案内するがよい」 
                                                   
6 kamuy tono：tono は sisam との対句として使っていることからわかるように、sisam
とほぼ同義である。一方、城主の意味の殿様を表すには、kamuy tono という表現が用いら
れる。 
7 ottena：和人がアイヌ成人男子を呼ぶ時の呼称。日本語の「乙名」から来ていることは明
白だが、乙名が役職名であるのに対し、ottena には特にそのような意味はない。 
8 itak kotcawot：kotcawot は「～の先に」ということ。ここでは「言葉を先回りして」と
いうことで、「言うが早いか」「言い終わらないうちに」ということを表している。 
9 ：この i を人称接辞と解釈すると、殿様のせりふ内であるので殿様自身を指すこと
になってしまう。しかし、「何かを」という名詞的接頭辞と考えると、itura は自動詞になって
しまい、a=という他動詞主格の人称接辞とは合わない。ひとつの解釈としては、殿様のせり
a=i-tura
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 sekor hawean wa <wa> kor ...  と（殿様が）言うと、 
kamuy tono kor casiki or un  殿様の座敷へ 
a=i=tura hine paye=an hine  連れられて行って 
orowano ita cikisma isam kane10  そしてお盆を掴むところもないほど 
usa aepi poronno a=i=kopunpa.  色々な食べ物がたくさんよそられた。 
"sake ne yakka tunas ku.  「お酒も早く飲みなさい。 
poronno iku.  たくさん飲みなさい。 
neun pakno e=iku yakka  どれだけ飲もうと、 
poronno aep ka an. 食べ物もたくさんある。 
akup ka an ruwe ne na."  飲み物もたくさんあるから」 
sekor kamuy tono hawean kor_  と、殿様は言いながら 
tu mina itak i=koterkere  ふたつ笑いながら話しかけ 
re mina itak i=koterkere <re>.  みっつ笑いながら話しかけた。 
orowano kamuy tono or_ ta paye=an kor  そこで、殿様のところに行ったなら 
ye itak a=kasi kor wen pe ne  その言葉にさからってはいけない 
sekor hawas pe ne kusu <su>  と言われているので 
ye wa an pe a=itaktasare kor oka=an …  言われたことに私たちは答えていた。 
an=an11 pe ne kusu eramuriten w_a  私は答えたので、機嫌をよくして 
tu mina itak re mina itak i=koterkere.  笑いながら話しかけてくれ 
tu mina itak re mina itak a=koterkere <re>  私も笑いながら話をした。 
orowano “poronno ipe poronno iku.”  それから「たんと食べろ。たんと飲め」 
sekor kane hawas kor  と言うと 
a=macihi ka a=ipere a=koypuni.  妻も御馳走され、食べ物をよそられ 
asinuma ka poronno a=i=koypuni p ne kusu 私にもたくさんよそってくれたので 
                                                                                                                                   
ふ内だが、叙述者であるアイヌの男の視点からのそのまま使っているということが考えられる
が、註 29 以降で出てくる irura との類似性を考えると、この形で他動詞として用いている可
能性もある。 
10 ita cikisma isam kane：ita は「お盆」と訳したが、食べ物をよそる皿にあたるもの。
cikisma は kisma「～をつかむ」の自動詞形「つかまれる」ということで、直訳すると「皿
がつかまれることもないほど」ということになる。 
11 an=an：kor oka=an「～しつつ・私たちはいた」と複数形で言って、それから単数形の
an=an「私はいた」に直している。つまり、妻とふたりでそこにいたのだが、殿様の言葉に
返事をしていたのは、男である自分だけだったということを表している。 
－ 144 －
 orowa a=kor_ teynesi arikinne omap w_a  私たちの子供をとてもかわいがって 
uk wa anepitta ka kisma wa an kane  取り上げて一晩中抱きしめていて 
kor oka=an ruwe ene an h_i ne ayne  そうして過ごしているうちに 
tane anakne <ne> tutko rerko a=i=ipere  もう、二日三日御馳走になり、 
a=i=ikure kor oka=an akusu <su>  酒をふるまわれていたところ 
itak uturu i=kotere ranke12  （殿様は）何度も言葉を言いあぐね 
i=kotere ranke ayne <ne>  言いあぐねたあげく 
ene itak h_i ene an h_i <ni> このように言った。 
"asinuma kamuy tono a=ne wa  「私は殿様であって 
sapa ne kur a=ne wa an=an  首領である 
ruwe ne korka <ka>  のだが、 
po ka sak utar a=ne wa  子供のいない夫婦で 
po eykoytupa utar a=ne wa oka=an  子供が欲しくてしかたなくていた 
ruwe ne korka, ene a=ye hi ka isam w_a  のだが、どうにもならずに 
oka=an ruwe ne na.  いたのだ。 
e=poho i=kohoppa"  お前の息子を私に置いていってくれ」 
sekor kane hawean wa kusu などと言うので、 
"patek a=kor pe ne wa13 <wa>  「ひとり息子なので 
a=hoppa ka eaykap ruwe ne."  置いていくことはできません」 
sekor kane itak=an. a=macihi ka  と、私は言った。妻も 
"patek a=kor pe a=hoppa hike  「ひとり息子を置いて行ったら 
neun … neun ikipa=an pe ne ya?" 私たちはどうしていけましょう？」 
sekor hawean kor cis ruwe ne korka <ka>  と言って、泣くのだが、 
eytasa ... eytasa kaspa14 kamuy tono <no>  あまり、殿様が 
"ottena poho somo ne yakka  「オッテナの子供でなければ 
po anakne sisam po anakne  子供は、和人の子供は 
                                                   
12 itak uturu i=kotere ranke：直訳すると「言葉の間を、私に対して何度も待つ」。何か
を言いにくいことを言うために、相手の話が途切れるのを待つという意味で、言いたいことが
なかなか言い出せないことを表す常套表現。 
13 patek a=kor pe ne wa：直訳すると「それだけを私たちは持つものであって」 
14 eytasa kaspa：これは７行下の「むりから ye p ne kusu」に続くとも思えるし、８行下
の eytasa kaspa を先取りして言ったものとも思われる。 
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 poronno ukohoyuppa kor  大勢走り回って 
okay pe ne korka <ka>  いるけれど 
ottena poho でないば a=kor ka eaykap." オッテナの子供でなければだめだ」 
sekor kane hawean kor  などと言って 
むりから ye p ne kusu  無理を言うので 
eytasa kaspa a=kopan y_akka <ka> wen  あまり拒んでもよくない 
sekor yaynu=an kusu  と思ったので、 
orowa cis turano ne korka <ka>  そこで涙ながらではあるが、 
"pirka hawe ne." sekor itak=an. 「承知しました」と私は言った。 
orowa すると（殿様は） 
"neun pakno ne yakka  「いくらでも 
usa aepi usa sakehe 食料だの、酒だの 
poronno e=cipekusa wa  たくさん舟で運んで 
e=yan yak pirka ruwe ne na."  陸揚げしなさい」 
sekor hawean hine <ne>  と言って、 
orowa poronno cip or un  すると、たくさん舟へ 
sapaha ta paskur_ rok apekor oka utar  頭にカラスがとまったような者たちが 
poronno aep rura wa cip sikteno <no>  たくさん食料を運んで舟いっぱいに 
sikte wa orowaun  いっぱいにして、そして 
hosippa=an w_a arki=an ruwe ne korka  家に戻って来たのだが、 
patek a=kor sontak ne an pe  たったひとりの子供であったものを 
a=hoppa hi patek a=eyaykowepeker wa  置いてきたことばかり考えて 
yap=an ruwe ene an h_i ne wa  舟から上がって 
orowa a=kusa wa yap=an  そして、運んできた 
aep poronno an pe ne kusu  食料がたくさんあったので 
a=yanke a a=yanke a wa  陸揚げして、陸揚げして 
rorunso sikteno kane a=yanke wa <wa>  家の上座いっぱいに運び上げて 
aep anakne poronno a=kor_ ruwe ne korka  食べる物はたくさんあるのだけれど 
a=kor sontak a=oskur wa  子供のことが惜しまれて 
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 orowano inehempak pa kasi a=ehotke15 wa  それから何年もその上に寝て 
cis=an kor hotke=an ruwe ne a korka <ka> 泣きながら横になっていたのだが 
inu=an h_ike16  聞くところによると、 
a=hoppa hekaci poro wa  置いてきた少年は大きくなって 
poro p ne kusu kamuy tono  大きくなったので殿様は 
yorokontaro kor resu wa an  喜んで育てている 
sekor an 話 anak a=nu kor oka=an  という話は聞いていた 
ruwe ene an h_i ne awa <wa>  のだったが、 
kanna ruyno inu=an akusu <su>  さらによく聞くと 
tane anakne a=kor hekaci poro wa <wa>  今や私の息子は大きくなって 
poro ottena ne an pe ne kusu <su> wa  立派なオッテナになったので 
ekimne kor tup sumawe rep sumawe  狩りに行くと二頭の獲物三頭の獲物を 
eawnarura wa, po anakne  獲ってきて、いっそう 
kamuy tono tekutometa17 kor an  殿様は手を打って（喜んで）いる 
sekor hawas h_i a=nu kor  という話を聞くと 
po anakne a=eyaykowepeker korka なおさら悩ましく思うのだが 
ney pakno <no> a=hoppa p orowa  いつまでも置いてきたもののことを 
a=eyaykowepeker wa <wa> sattek=an  思い悩んで痩せて 
keworsak=an yakka wen  弱ってしまってもよくない 
sekor yaynu=an kusu  と思ったので、 
orowano ipeeyaykatante=an18 hine  それから食事をきちんととって 
kewotne=an hi orowano  力をつけてから 
                                                   
15 kasi a=ehotke：何の上に寝ていたのかというと、文脈からして、上座に運びんだ食料の
山（米俵など）のことだと思われる。せっかく運んできたのだが、手を付ける気にもならず、
その上で寝ていたということ。 
16 inu=an h_ike：この後、このような形式で、息子の活躍を父親の視点から伝聞体で叙述
していくことになる。 
17 tekutometa：tek「手」u-「互い」tom「～の面」e-「～で」ta「～を打つ」というこ
とで、両手のひらを打ち合わせること。 
18 ipeeyaykatante=an：「ipe eyaykatante っていうのは、食うと考えたっていうことさ」
「eyaykatante ってゆったら、ipe しないばだんだん力はなくなるし、だから、ipe して
体をきよめるか、固めるか、力を入れるっていうこと考えたっていう言葉になる」
（N9309281FN） 
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 ratcitara kim peka omanan=an hike  ゆっくりと山を歩き回ると 
kamuy ka a=tomot19  熊にも出会い 
yuk ka a=tomot wa <wa>  鹿にも出会って 
nokan cikoykip20 ka poronno  小さな動物にもたくさん 
a=tomot pe ne kusu  出会ったので 
cepkoyki=an kor  魚を捕ると 
cep ka poronno <no> a=yapte wa  魚もたくさん岸に上げて 
cise okari ka kam kuma tay cep kuma tay  家の周りも肉の干し竿魚の干し竿を 
a=kor wa oka=an ruwe （肉などを干して）持っていた 
ene an h_i ne <ne> awa のだが 
inu=an hike tane anakne  聞くところによると、今や 
a=poho poro hine poro wa  わが息子は成長して 
kamuy tono eyaykopuntek kor an  殿様が喜んでいる 
sekor hawas h_i a=nu kor … wa  という話を聞き、 
yaykoeyam w_a ewarewar21 kor  大事にして、大切して 
kor wa an ruwe ne. 育てている 
sekor kane hawas h_i a=nu wa <wa>  という話を聞いて 
ne hi anakne pirka korka a=hoppa *hi … そのことは結構なのだけれど 
a=hoppa wa yan=an h_i ney pakno ka <ka>  置いて戻ってきたことをいつまでも 
a=ekewtumwen kor an=an ayne  気に病んでいるうちに 
inu=an h_ike poro p ne kusu  聞くと、（息子は）大きくなったので 
ekimne ka ki wa usa cikoykip  狩りに行っても色々な獲物を 
                                                   
19 tomot：「～に出会う」という意味で、oyak oyak hi un kotan or un nispa utar 
a=tomot pe ne kus「色々な場所で村の旦那たちに出会うので」（N9206021UP）のように、
人との出会いにも、ene an pe aresikup or ta a=tomot wa「そのようなことに若いときに
出会って」（N8806201UP）のように抽象的な意味にも使うが、ここでは「出くわして、それ
を獲物にした」ということを言っている。 
20 nokan cikoykip：キツネやウサギなどを指す。体力のないときには、こういうものを狩
りの対象にする話がよく出てくる。 
21 ewarewar：ewar というのは、「息を吹きかける」ということであり、具合の悪
いときやけがをした時には、患部に息を吹きかけるというのが治療法となる。そこ
から、痛いところがあったらすぐにそこに息を吹きかけるほど大事にしたという意
味を表す。 
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 kotan ta ka saokuta p ne kusu  村にどっさり獲ってくるので 
po anakne kamuy tono なおいっそう、殿様は 
"a=kor ottena <na> a=kor 息子"  「私のオッテナ、私の息子」 
sekor hawean kor omap kor an yak  と言いながらかわいがっていると 
a=ye hi a=nu kor oka=an pe ne akusu  いうことを聞いて暮らしていると 
sine an pe ta inu=an ciki  あるとき、耳にしたのは 
tuyma hi un kamuy tono or wa  遠くの殿様から 
kamuy tono or un kampi ek hawe ene an h_i （こちらの）殿さまに手紙が来て 
"a=kor kotan ta ar kamuyasi  「私の村に、化け物が 
ar wen cikap poro cikap an w_a  凶悪な鳥、巨鳥がいて 
ekimne … sisam utar ekimne kor  和人たちが山に行くと 
tokpa wa numeotke22 wa rayke.  つついて体当たりして殺す。 
tokpa wa rayke wa e wa okere  つついて殺して食べてしまう。 
sekor kane an ... *se … wa  ということで 
a=kotanu un sisam utar anak  私の村の和人たちは 
ekimne ka eaykap w_a  山へ行くこともできずに 
oka ruwe ne kusu, <su> ottena ...  いるので、オッテナ… 
ottena newaanpe a=koykire rusuy.  オッテナにそいつを退治してほしい。 
aynu anakne <ne>  アイヌは 
弓使いも刀使いも上手なもんだ 弓使いも刀使いも上手なもんだ 
sekor hawas pe ne kusu <su>  という話なので 
何とかしてその悪者を殺してもらえば、 何とかその悪者を殺してもらえば 
自分の町の人たち、 自分の町の人たちも 
山行っても死ぬこともないですむから 山行っても死なないですむから 
っていう話になって、konto <to>  という話になって、そこで 
だめだだめだだめだってゆっていたけども、 （殿様は）だめだと言っていたのだが、 
6 年なって23、その大きな鳥殺しに 6 年それが続いて、その巨鳥退治に 
                                                   
22 numeotke：そのように聞こえるが、白沢氏によると本当は muneotke であり、鳥が翼
の根元あたりで体当たりしてくることをいうということである。 
23 6 年なって：どんな頼みでも、6 回頼まれたら断ることができない、ということがよく言わ
れる。遠くの殿様からの手紙が 6 年間毎年届いたので、ついに断ることができなくなったとい
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 行ったっていう話聞いて,  （息子が）行ったという話を聞いて 
a=epotara kor an=an ruwe ne. 私は心配していた。 
a=epotara kor an=an ruwe ne awa 心配していたが、 
 
疲れないの？24  へへへ。 
a=epotara kor an=an  私は心配していた。 
orowano hanke kamuy a=itakkamare  そこで近くのカムイを飛び越して 
tuyma kamuy a=itakepusu25  遠くのカムイへ祈りを届け 
orowano sermaka a=ous h_i  （息子を）守護してくれということを 
a=ye kor an=an akusu  言っていると 
newaan poro cikap oro ta  その大きな鳥のところに 
arpa wa inkar. （息子は）行ってみて 
“sekor sekor iki pa.” sekor hawas kor  「このような次第だ」と言われながら 
ru hontom pakno a=rura wa  途中まで送ってもらい 
orowano sinen ne ne cikap koyki kusu  それから一人で鳥を退治するために 
arpa sekor hawas hawe a=nu kor  行ったという話を聞きながら 
orowano <no> hanke kamuy a=itakkamare 近くのカムイを飛び越して 
tuyma kamuy a=itakepusu.  遠くのカムイに祈りを届け、 
“nen poka a=kor okkaypo  「なんとか私の若者（息子）が 
siknu wa hosipi kuni  生きて戻れるように 
e=koinkar wa i=korpare yan.”  見守ってください」 
sekor itak=an kor inonnoytak=an kor  と言いながらお祈りをし、 
inawkar=an w_a inonnoytak=an  イナウを作ってお祈りを 
kor an=an akusu  していたところ、 
newaan kamuyasi oro ta arpa wa その化け物の処に（息子が）行って 
                                                                                                                                   
う話である。 
24 疲れないの？：筆者がマイクを持って口元にずっと差し出していたので、それを見て言っ
た言葉。 
25 hanke kamuy a=itakkamare tuyma kamuy a=itakepusu：直訳すると「近くのカ
ムイは言葉をまたぎ越えさせ、遠くのカムイを言葉で掘り起こす」。近くのカムイは願いをさ
れ慣れているので、いざというときには動いてくれない。遠くのカムイはめったに願い事をさ
れないので、祈りを聞き届けてくれるということである。 
－ 150 －
 inkar wa poro poro so ratki wa an.  見ると大きな滝が落ちている。 
so kipka ta poro situ26 *su ... poro situ  滝の上に大きな尾根 
situ ka ta set kor wa an poro cikap ne wa  尾根の上に巣がある大きな鳥で 
orowa oro ta arpa wa  そこに行って 
orowa cikuni sempir or wa ay sanke wa  木の陰から矢を出して 
nonnoytak kor cotca akusu  お祈りしながら射ると、 
upaknoskike ay etara wa  矢が（矢柄の）真ん中まで刺さり 
nani empuyna wa hacir wa  （化け物は）すぐに前のめりに落ちて 
orowa siknu wa hosipi sekor an  それで（息子は）生きて戻ったという 
pahaw a=nu ruwe ne kor  噂を私は聞きながら 
"neun ne korka kamuy okay pe sone kusu  「どうあれカムイが本当にいたので 
a=kor sontak kamuy epunkine wa  私の子をカムイが守って 
ar kamuyasi rayke wa  化け物を退治して 
orowa hosipi hawe ne." 戻ったということだ」 
sekor kane yaynu=an kor an=an  と思っていた。 
orowa その kamuy tono oro ta  そして（息子が）あの殿様のところに 
“a=rayke ruwe ne na.” sekor hawean kor  「退治しましたよ」と言いながら 
hosipi akusu kamuy tono yorokontaro wa  戻ると、殿様は喜んで 
"hioyoy hioyoy."  「ありがたい、ありがたい」 
sekor hawean kor tekutometa.  と言いながら手を打った。 
“a=kotanu un27 sisam utar anakne  「わが村の和人たちは 
paye kor a=ronnu wa  行くと殺されて 
hosippa siri ka isam w_a siran kor  戻ってくる様子が無く 
ne cikuni corpoki ta inkar=an akusu <su>  その木の下に、見ると 
sisam pone ne ya kamuy pone ne ya  和人の骨だの熊の骨だの 
                                                   
26 so kipka ta poro situ：「滝の上に尾根があるのか？」と尋ねたところ、「so ratki して
いる、その yakehe だ（滝が落ちているその岸辺だ）」（N9309281FN）ということなので、
滝の落ち口のところが尾根になっており、そこに木が生えているということになる。 
27 a=kotanu un：ここから後のせりふが誰のものであるのかがわかりにくい。出だしは遠
い村の殿様のせりふのようだが、その後の inkar=an「私が見た」というのは、息子のせりふ
のようである。しかし、その後で nukar wa hosipi「見て戻って来た」と三人称になってお
り、いつのまにか地の文の、アイヌの父親の自叙に戻っているように見える。 
－ 151 －
 yuk pone ne ya 鹿の骨だの 
ri cikuni cikuni hontom pak ... 高い木の、木の中ほどまで 
hontomo pakno pone patek ... 中ほどまで、骨ばかり 
pone patek poronno cikuni hontom pakno28  骨ばかりたくさん木の中ほどまで 
rikin w_a an ruwe ka nukar wa hosipi.” 積上がっているのを見て戻ってきた」 
sekor kane hawas ruwe ne hine <ne>  という話で 
sonno an pe sino an pe kusu  本当のこと、真実のことなので 
a=nisuk katu ne hi a=eraman.  頼まれたのだということがわかった。 
a=rayke rusuy kusu a=nisuk hi ka （息子を）殺したくて頼んだのでは 
somo ne hi a=eramuan.  なかったということがわかった。 
orowa kamuy tono or wa <wa>  それから殿様から 
usa an pe a=kore wa a=irura29 wa  いろんなものをもらって、送られて 
poronno <no> unkeray wa hosipi  たくさんもらって帰ってきた 
sekor kane hawas h_i a=nu wa  という話を聞いて 
a=esampesituriri kor an=an pe ne akusu ほっとしていたところ 
sine an pe ta suy oya kamuy tono or wa  ある時、また別の殿様から 
ne ottena でないば そのオッテナでなければ、 
cicikewna sekor a=ye  チチケウナという 
wen kamuy ar wen kamuy  悪いカムイ、極悪のカムイ 
もう熊よりも強い、こまいけども、 熊よりも強い、小さいけど 
熊よりも強いものいるもんで、 熊よりも強いものがいるので 
それにかって それにやられて 
山さ行く人みんな食われてしまって、 山に行く人は皆食われてしまって 
帰ってこない。またぎに行ったって 帰ってこない。狩りに行っても 
                                                   
28 pone patek poronno cikuni hontom pakno rikin：白沢氏によると、なぜ木の下に骨
が積みあがっているのかというと、po paroyki「子供を養う」ために運んでくるのだという
ことである。 
29 a=irura：irura の i が人称接辞だとすると、息子が三人称で語られていることと合致し
ない。「何かを」を表す名詞的接頭辞だとすれば、irura は自動詞と思われるが、ここでは他
動詞の主格人称接辞 a=がついていることから他動詞扱いになっている。註 32 でやはり侍た
ちが息子を「送る」ことを表す状況で、irura を使っていることから、ここは irura が他動詞
として用いられていると判断する。同じような現象が、註 の itura にも見られる。 9 
－ 152 －
 誰も帰ってくる人いないから、 誰も帰ってくる人がいないから、 
そういう恐ろしい鳥まんでも そういう恐ろしい鳥までも 
cikap までも  鳥までも 
rayke easkay ottena an  退治できるオッテナがいる 
hawe ne kusu <su>  という話なので、 
ne ottena a=nisuk wa  そのオッテナに頼んで 
ne cicikewna a=koykire rusuy  そのチチケウナを倒してほしい 
sekor kane an kampi iwan pa ek して  などという手紙が 6 年の間来て 
konto kamuy tono また泣きながら  殿様はまた泣きながら 
sapaha kikikiki kor30 ene hawean h_i <ni> 頭をかきながらこう言った 
"tapne kane aynu anakne <ne>  「このようにアイヌは 
ne rametokkor pe ne sekor an pe kusu  勇気のあるものだということなので 
a=e=enumke31 wa usa wen kamuy  お前が選ばれて、色々な悪いカムイに 
a=e=etunankare hawe ne wa  立ち向かわせようという話になって 
a=kopan yakka ukokusis no a=i=rayke  断ると、一緒に私も殺される 
etokus ruwe ne kusu <su>  ことになるので、 
e=arpa wa nen poka e=iki wa  行って、なんとかして 
newaan wen kamuy e=rayke wa  その悪いカムイを退治して 
e=hosipi kusu ne na."  戻ってきてくれ」 
sekor kane kamuy tono  と、殿様が 
cis kor hawean pe ne kusu  泣きながら言うので 
orowa ku ay emus sitomusi hine arpa wa  弓、矢、刀を身に着けてでかけて 
orowa “tan tewano kim ta 行けば an pe ne.” 「ここから山に行けばいるから」 
sekor kane hawas kor  と言いながら 
rutom pakno inne 侍 irura32.  途中まで大勢の侍が送って来た。 
                                                   
30 sapaha kikikiki kor：日本語だと「頭を掻きながら」というのは、ばつが悪い時などの
表現だが、アイヌ語では、非常に言い出しにくいことがあって、どう言おうか困っている時な
どの表現になる。 
31 a=e=enumke：a=「人が」e=「お前を」e-「～で以て」numke「～を選ぶ」。e-の指す
ものは、ここではおそらく rametokkor pe「勇気のあるもの（である）」ということであろう。  
32 irura：註 29 と同様、他動詞 rura が期待されるところで irura という形が使われている。
次の註も参照。 
－ 153 －
 sapaha ka ta paskur_ rok apekor oka  頭の上にカラスがとまったような 
kamuy tono utar or wa a=rura33 hine arpa  殿様たちに送られて行った 
sekor hawas pe ne kusu  ということなので、 
suy inawkar=an w_a orowano またイナウを作って 
a=kor sontak siknu wa hosipi kuni  わが息子が生きて戻れるように 
a=eynonnoytak kor inawkar=an w_a  お祈りをしてイナウを作って 
orowano a=nonnoytak kor  そうやってお祈りしながら 
kes to an kor kes ancikar an kor  毎日毎晩 
an=an ruwe ene an h_i ne awa  暮らしていると、 
newaan cicikewna oro ta arpa wa  そのチチケウナのところに着いて、 
inkar wa sonno poka 見ると本当に 
cicikewna an usi piskani ta <ta> チチケウナのいるところの周りに 
sisam pone ukotararke wa siran usi ta  和人の骨が転がっているところに 
arpa wa orowa inkar akusu  やってきて、見ると 
nupuri hontom ekotankor34  山の中腹に家がある 
pe ne anan hine  者であって 
ne nupuri hontom cisepar asin w_a an w_a  その山の中腹に入り口が見えていて 
ne ottena itak hawe ene an h_i  そのオッテナ（息子）はこう言った。 
"nep rametok a=kor kusu  「勇気を持った俺なので 
a=kor_ rametok a=i=enumke wa <wa> その勇気をかわれて 
ek=an ruwe ne na.  やってきたのだ。 
hokure soyne wa i=e wa i=kore."  さあ、出てきて俺を食ってくれ」 
sekor kane itak=an kor ...  などと言うと、 
itak kor hotuypa akusu  そう叫んで言うと、 
mina tek pekor iki kor soyoterke hine  にやりと笑ったような顔で飛び出てきて 
orowano kese a=anpa wa  （息子は）追いかけられて 
                                                   
33 a=rura：ここは or wa a=他動詞という、いわゆる受動態構文になっており、註 29 と違
って、a=irura ではなく a=rura になっている。この現象についてはまだ理由が不明であり、
検討が必要である。 
34 ekotankor：e-「～に」kotan「村」kor「～を持つ」ということで、直訳すれば「そこ
に村を持っている」ということになるが、要するに熊の巣穴が山の中腹に開いていることを指
している。 
－ 154 －
 orowano sikesampare wa kese a=anpa wa  わざと追いかけさせて、追われて 
ruwe ne korka a=osikoni ka somo ki no  けれど、追いつかれもせずに 
kese a=anpa kor an ayne <ne>  追いかけられているうちに 
hontomo ta ay ka etaye easkay  途中で矢を（矢筒から）抜いて 
ku otuunu hine sirkocotca akusu  弓につがえて激しく射ると 
ku ayrap ... ku ayrap でないよ  弓の羽…弓の羽ではないよ 
ay ayrap otukutke kane  矢羽がぐさりとささって 
a=sirkocotca p ne kusu an hine <ne>  激しく射たのでそうなって 
ne ... nispa ... aynu nispa onutkurnunnu35 p  人間の長者を？？したもの 
ne a korka sirosma ruwe ne hine <ne>  であったけれど、ばったり倒れて 
oro ta sirepa wa  そこに（息子が）やってきて 
orowano kopasirota a kopasirota a. さんざんののしった。 
"nep kusu ene sisam e wa okere ruwe ne ya. 「なぜあんなに和人を食べつくしたのか。 
ponehe poronno an ruwe ne ya.  その骨がたくさんあるのか。 
ar kamuyasi ar wen kamuy  まったくの化け物、極悪の神で 
e=ne ruwe ne na."  お前はあるな」 
sekor itak kor orano <no> emusi36 etaye wa  と言いながら、刀を抜いて 
tatatata humpahumpa korka  みじん切りにし、刻みに刻んだが 
kamihi uhekota sinusinu kor oka.  肉は互いに向ってにじり寄っていく 
usa toytoy usa munihi kotatatata37  土やごみと一緒にみじん切りにし 
kohumpahumpa ayne <ne>  刻みに刻んでやっと 
kamihi uhekota sinusinu ka  肉が寄り集まりも 
somo ki wa kusu  しなくなったので 
orowaun samamni eymekkar38 wa  倒木に分け与えて 
                                                   
35 onutkurnunnu：このように聞こえるが、不明。 
36 emusi：はっきりと最後の i が聞こえる。emus の所属形で「彼の刀」の意だと思われる。 
37 usa toytoy usa munihi kotatatata：魔物を復活させないための手段のひとつ。魔物で
あれ良いカムイであれ、カムイは汚いものを嫌い、汚いものに触れると力を失ってしまうので、
このようにゴミと混ぜることで復活する力を奪うのである。 
38 samamni eymekkar：魔物を復活させないための手段のひとつ。倒木は人間の世界で役
目を果たせずに朽ちてしまったカムイで、カムイの世界に戻ることも、人間に祀られることも
なく、いつもひもじい思いをしている。その倒木のカムイに魔物の肉を分け与えることで、魔
物の魂ごと押さえさせてしまうのである。 
－ 155 －
 orowa hosipi sekor hawas hawe  戻ったという話を 
a=nu kor an=an wa  私は聞いていて 
tewano anakne ene an nepki  これからはあのような仕事を 
somo a=kire yak pirka p sekor  させられなければいいが、と 
yaynu=an kor an=an ruwe ne awa <wa> 思いながらすごしていたところ 
konto … konto また違うとこの 今度はまた違うところの 
kamuy tono or wa <wa>  殿様から 
sonko ek hawe …  知らせが来た… 
kampi ek hawe ene an h_i このような手紙が来た。 
"山さ行けば帰ってこない人たくさんいる 「山に行って帰らない人がたくさんいる。 
ruwe ne して, またぎに行く人 それで、狩人は 
誰もおっかなくて行けない 恐ろしくて誰も行けない 
wa siran ruwe ne na. <na> e=kor ottena  様子なのだ。あなたのオッテナは 
とっても腕利きだっていうから<ra>  とっても腕利きだというので 
それ退治してもらいたいっていう話で、 それを退治してほしいという話で 
konto, どこに ney ta an pe ne ya  こんどはどこにいるものの話だ 
っていうことになったけ <ke>  ということになったら 
to an w_a pon ... pon to ne korka to an w_a 小さい沼だが、沼があって 
to ... to esik apekor an  沼いっぱいになるほどの 
poro cip 伏せたような <na>  大きな舟を伏せたような 
kamuyasi ne wa 化け物で 
paro okari hure senkaki a=kuste apekor an 口の周りに赤い布をつけたような 
poro par kor pe cip a=upsire  大きな口を持つもの、舟を伏せた 
poro cip a=upsire apekor  大きな舟を伏せたかのような 
katuhu an pe ne wa  形をしたもので 
それ oro wa kese a=anpa p anakne  それに追いかけられたものは 
siknu wa hosipi p sinep ka isam.  生きて帰ったものがひとりもいない。 
a=e wa isam w_a siran ruwe ne kusu  食べられてしまったらしいので 
sekor an sonko ne hine … という知らせであり… 
kampi ne hine orowa suy  手紙であって、そこでまた 
a=kor ... kor ... kor kamuy tono  わが殿様は 
－ 156 －
 cis kor poho ye hawe ene an h_i <ni>. 泣きながら息子にこう言った。 
"sino rametok sonno rametok e=ne wa  「お前は真の勇者、本当の勇者であり 
a=kor a kusu ene hawas h_i ne yakka <ka> 私の息子なので、こんな話であっても 
ratcitara pirkatara yaykowepeker wa  落ち着いてよく考えて 
yaysikkasma wa  自分を守って 
newaan pe e=rayke wa e=ek kusu ne na."  そやつを退治してくるのだぞ」 
sekor kane kamuy tono hawe ...  と、殿様は言い 
orowa a=ye wa suy ku ka ay ka  そう言われて、また弓も矢も 
emus ka se wa ekimne arpa yak a=ye  刀も背負って山に行ったという 
asuruhu a=nu kor  噂を聞いて 
orowano suy asirkinne kamuykar=an w_a  そこでまた新しくカムイを作って 
inawke=an w_a <ma>  イナウを削って 
orowano a=nonnoytak.  それからお祈りをした。 
rera koraci ikipay pe39 sisam ne hike <ke>  風のように動くのが和人であるのに 
a=e wa okere sekor hawas wa  食べられてしまったという話で 
a=poho aynu ne wa <wa>  息子はアイヌであり 
sinep ne wa nep kusu  たったひとりでなぜ 
a=ere kusu a=arpare p ne hawe ne ya 食われるために行かせる話なのか 
ne hawe ne yakka <ka>  という話であっても 
“kamuy or wa a=epunkine wa  「カムイに守られて 
kamuy or wa a=kasuy wa <wa>  カムイに助けられて 
epetciwsak no hosipi kusu ne na.”  何ごともなく帰れるように」 
sekor itak=an kor inonnoytak=an ayne  と言いながら、お祈りをつづけ 
inonnoytak=an kor an=an akusu  お祈りをしていると 
newaan pe oro ta arpa wa  （息子は）例のもののところに着いて 
yake ta arpa wa inkar akusu  岸辺に行ってみると 
sonno poka a=ye hi koraci poro ...  本当に言われたとおりの大きな 
poro cip a=upsire apekor an  大きな舟を伏せたような 
                                                   
39 rera koraci ikipay pe：「風みたいに身軽くなんでもやる、悪者あれば退治してしまう」
（N9309281FN）という意味だということである。ikipay は iki「する」pa「複数」-y だと
思われるが、最後の-y の出自は不明。 
－ 157 －
 kamiasi40 ne wa 化け物で 
orowa par okari hure hure senkaki  口の周りに赤い赤い布を 
a=kuste apekor an pe ne hine <ne>  つけたようなもので 
atuy ... pon ... pon 沼 or_ ta  海…小さい沼に 
sipusu wa an ruwe ne hine  浮かんでいて 
yake ta arpa=an41 hine  岸辺に行って 
pirka pirka a=nukar ayne  よくよく見てから 
orowa a=sikomewe hawe ene an h_i  相手を挑発してこう言った。 
"nep kusu oro ta an w_a orowa sisam utar  「なぜそこにいて、和人たち 
ekimne sisam e wa okere p  山へ行く和人たちを食べつくして 
ne hawe ne ya. <ya>  いるという話か。 
sinen a=ne kusu i=e wa  私はひとりきりなので、私を食べて 
i=okere yak pirka na."  食いつくしてみろ」 
sekor itak=an kor  と言いながら、 
horipiripi terketerke=an42 akusu  足を踏み鳴らし、飛び跳ねると 
mina tek pekor iki kor  にやっと笑ったようにして 
i=hekota hoyupu wa ek ruwe ne hine  私に向かって走ってきて 
orowano kotcawot kira=an akusu  その先に逃げると 
yaosma wa orowano ya pekano i=kesanpa 陸に飛び上がり、陸の上を追ってきた。 
orano ruwe cikuni a=okari  そして、太い木の周りを私は回って 
a=okari kane kor kira=an. 回りながら逃げた。 
tane ka i=osikoni noyne  今にも追いつかれそうに 
a=i=osikoni noyne humas wa  追いつかれそうになって 
orano kira=an ayne <ne> kira=an ayne  逃げているうちに 
"tane anakne a=i=osikoni wa ne yakun  「今追いつかれたならば 
ar kamiasi or wa a=i=e wa isam yakun  化け物に私が食われてしまったら 
                                                   
40 kamiasi：他の箇所では kamuyasi と言っているが、ここでははっきり kamiasi
と言っている。 
41 ここまで息子の行動は三人称で描写されてきたが、ここで四人称（叙述者の人称）になっ
てしまっている。 
42 horipiripi terketerke=an：おそらく tapkar「踏舞」を舞うように、両手のひらを上に
向けて、足踏みをしながら、挑発の言葉を述べたということであろう。 
－ 158 －
 kamuy tono oro ta ka hosipi ka 殿様のところに戻ることも 
eaykap pe a=ne etokus humi ne." できなくなるだろう」 
sekor yaynu=an kor  と、思いながら、 
orowano cikuni okari kira=an.  木の周りを逃げていた。 
ruwe cikuni okari kira=an a kira=an a ayne 太い木の周りを逃げているうちに 
inehuypakita a=kor ciros43 a=etaye hine  そのうちに花矢を引き抜いて 
ku a=unu hine a=sirkocotca akusu  弓につがえて、激しく射ると 
kenas so ka ta hopayepaye hocikacika ayne 木原の上で足をばたばたさせて苦しんで 
wa kusu kurkasike a=kotametaye.  そこで、その上に向かって刀を抜いて 
a=kopasirota a a=kopasirota a kor  さんざんにののしりながら 
a=tatatata a=humpahumpa. みじん切りにして刻んだ。 
"nep kar kusu ney wa ek wa  「何をしにどこから来て 
oro ta an w_a そこにいて 
orowa <wa> sisam arki kor  和人がやってくると 
ekimne kusu arki kor 山仕事のためにやってくると 
wakka ... wakka ... ku kuni kusu  水を飲めるように 
to sam ta kaskot kar wa rewsi wa an pe  湖畔に仮小屋を作って泊まっている者を 
e wa okere ruwe ne ya?"  食べてしまったのか？」 
sekor itak=an kor a=kopasirota kor  と言ってののしりながら 
a=tatatata a=humpahumpa.  みじん切りにして細かく刻んだ。 
kamihi uhekota sinusinu wa kusu  その肉がより集まろうとするので 
orowano a=tatatata a=humpahumpa.  さらにたたいて刻んだ。 
a=munkotata a=toykotata ayne  ゴミと一緒に、土と一緒に刻んだ結果 
kamihi uhekota sinu ka somo ki wa kusu  肉が寄り集まらなくなったので 
orowa samamni or un a=rura wa  倒木のところへ運んで 
samamni munin samam ni  腐った倒木に 
teeta wano munin wa sinrus … 長いこと腐って、苔… 
sinrus us wa oka  苔の生えている 
samamni a=eymekkar.  倒木にくれてやった。 
                                                   
43 ciros：熊送りで用いる花矢のことを指す。後で確認したところ、ここでは言い間違えたの
であって、「あんなもの刺さるものか」（N9309281FN）ということであった。 
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 “teeta wano i=e ...  以前から 
i=etanontaro44 kor okay pe ne  私に頼んでいたことで 
e rusuy wa ki p ne kusu  食べたくていたものなのだから 
e yak pirka na.” sekor itak=an kor  食べるがよい」と言いながら 
opitta samamni or un  すべてを倒木へ 
a=rura wa a=eymek.  運んで行って分け与えた。 
samamni a=eymekkar hine  倒木へ分け与えて 
orowa hosipi=an ruwe  そして私は戻っ 
ene an h_i ne wa <wa>   て 
ne kamuy tono or_ ta hosipi=an w_a  あの殿様のところに戻って 
a=ye akusu  報告すると 
"tane pakno rera koraci iki pa  「これまで風のごとく動く 
侍 utar paye hi ...  侍たちが行って… 
ekimne kusu paye hikeka  山仕事しに行ったが 
a=e wa a=okerpa wa  ことごとく食われて 
hosippa kuni p sinep ka isam pe ne a p  戻る者が一人もなかったのだが 
ottena arikiki kusu wen ...  オッテナが頑張ってくれたので 
ar wen pe opitta rayke hawe ne yakun 極悪の者たちを皆退治してくれたのなら 
tewano 侍 utar ekimne yakka nep  これから侍たちが山に行っても何も 
 
（ドアの閉まる音） 
（中）風で閉まった。 
（白）ひどいんだね。びっくりした。 
 
nep eranak ka somo ki  何も困ることなく 
a=e ka somo ki no  食べられることもなく 
ekimne etokus hawe ne. 山に行けるようになるということだ。 
  
                                                   
44 i=etanontaro：tanontaro＜日本語「頼む」。日本語の動詞語幹（この場合は tanom）
に-taro という語尾をつけることによって、動詞として機能する。それにさらに e-「～につい
て」という接頭辞と人称接辞がついている。 
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 ottena kamuy45 an kuskeraypo46  オッテナがいたおかげで 
a=eranak kor an=an pe ne a p  困っていたのだが、 
opitta tuyma hi un kamuy tono ka  遠くの殿様たちもみんな 
eranak wa rayke kuni  困っていて、退治すべく 
侍 utek wa paye hikeka opitta  侍を遣わしてもみんな 
a=e wa hosippa ka somo ki p ne awa  食われて戻ってこなかったのだが 
ottena kamuy arikiki wa  オッテナが頑張って 
newaanpe opitta rayke hawe ne yakun  それを皆退治したということなら 
tewano a=kor 侍 utar ekimne yakka  これからわが侍たちが山に行っても 
nepe ... nep sitoma ka somo ki no  何を恐れることもなく 
ekimne etokus hawe ne."  山に行けるようになる」 
sekor kane hawean kor yorokontaro wa  と言いながら喜んで 
poronno yorokontaro ipe sanke hine  たくさん喜びの御馳走を出してくれ 
orowa hosipi=an wa <wa>  私は帰って来た。 
a=kor kamuy tono or_ ta hosipi=an akusu  わが殿様のところに戻ってくると、 
cis kor i=koterke. 泣きながら私に飛びついてきた。 
"tanpe kusu ottena poho  「これだからオッテナの息子を 
a=kor_ rusuy pe ne a p  欲しかったのだが 
ottena nep ne yakka ottena anakne <ne>  オッテナは何であっても 
koarikiki wa sekor kane hawas  一生懸命やるということ 
patek 話に a=nu kor an=an pe ne wa kusu ばかり話に聞いていたので 
nen poka iki=an w_a ottena poho  なんとかしてオッテナの息子を 
a=kor_ rusuy wa a=ye p ne akusu  欲しくてそう言ったところ 
pakno arikiki ottena poho  これほど働き者のオッテナの息子の 
ki hawe ne yakun pirka ruwe ne."  仕事ぶりであれば結構なことだ」 
sekor hawean kor_ cis turano 喜んで と言って、泣きながら喜んで 
                                                   
45 ottena kamuy：このような kamuy という語の使い方は、「カムイ、神」とは関係なく、
一種の尊称にすぎない。「殿様」と訳している、kamuy tono の kamuy も同じような用法で
あり、kamuy と名がついているからカムイと同じものとして扱っていると考える必要はない。 
46 ottena kamuy an kuskeraypo：これは次の行にはつながっていない。８行後くらいに
つながっていくべきものと思われる。 
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 yorokontaro hine orowa 喜んで 
"asinuma anakne kamuy tono a=ne yakka  「私は殿様だが 
a=poho tapne kane  息子がこのように 
hempak suy ka arikiki wa  何度も頑張って 
ar kamuyasi ronnu wa  魔物を退治して 
tuyma hi un kamuy tono utar ka <ka>  遠くの殿様たちも 
ratci ... ratci ekimne ki kuni  安全に山に行くことができるように 
uekarkar wa i=kore hawe ne kusu <su>  してくれたということなので 
これで asinuma anakne  これで私は 
ear kaparpe47 a=mi wa  単衣の着物一枚着て 
casi pok a=oran w_a  城下に下って 
eani patek あの kamuy tono ne a=e=kar ... お前ひとりを殿様にして 
i=kawarine kamuy tono ne  私のかわりに殿様として 
a=kor 城 ne a=e=anu48 kusu ne na."  わが城主にお前を据えるからな」 
sekor kane hawean kor <kor> ...  などと言って 
kamuy tono <no>  殿様は 
ear kaparpe mi hine casi pok oran ruwe ne. 単衣の着物を着て城下に下った。 
"somo casi pok oran yakka  「城下へ下らなくても 
a=reska kusu ne." sekor kane 私がお世話します」と 
pon ottena hawean49 h_ikeka <ka> 若いオッテナは言ったが、 
"これだけはそうするもんでない.  「これだけはそうするものではない。 
asinuma <ma> casi pok a=oran yakne  私が城下に下ったなら 
eani casipunki50 ne  お前は城主と 
e=an etokus ruwe ne na." なるのだ」 
                                                   
47 ear kaparpe：「ひとよ一枚だけ着て」（N9309281FN） 
48 a=kor 城 ne a=e=anu：直訳すれば「私の城としてお前を置く」だが、「城」を「城主」
の意味と解釈した。 
49 pon ottena hawean：ここからまた、息子の行動は三人称で描写されるようになり、叙
述者がアイヌの父親に戻る。 
50 casipunki：casi「城」punki「奉行」。参考「punki【名】[<日本語奉行]番人。☆参考
独立の名詞としては未出。pet-punki ペップンキ「川番」(川の番人=渡し守)」（沙流方言辞
典） 
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 sekor hawean kor なんぼ ye a ye a しても  と言って、いくら言っても 
casi pok oran w_a oar isam.  城下に下りて、姿を消してしまった。 
casi pok oran w_a oar isam sekor hawas  城下に下りていなくなったという 
pahaw a=nu kor an=an51 ruwe ne akusu 噂を私は聞いていたところ 
"poro pencay52 yan yan."  「大きな弁財船がやって来た」 
sekor kane kotan or un utar haweoka kor  と、村人たちが言いながら 
arkimatekka kor okay ruwe ne akusu  大騒ぎをしていると 
a=poho tono poro pencay o wa  わが息子殿が大きな弁財船に乗って 
yan ruwe ne hine <ne>  やってきて、 
"a=potonoke"  「わが息子殿よ」 
sekor itak=an kor a=koterke.  と、私は言いながら飛びついた。 
kasi ta cis=an akusu  抱きついて泣いていると、 
orowa ene hawean h_i ene an h_i  （息子は）こう言った。 
"kamuy tono ka ear kaparpe mi wa  「殿さまも単衣の着物一枚を着て 
casi pok oran ruwe ne kusu  城下に下りたので 
a=unuhu a=onaha a=tura wa  母さん、父さんを連れて 
arpa=an yakne cisekar=an w_a  （和人の町に）行ったら、家を建てて 
i=soyke ta53 nep esirkirap ka somo ki no  私のすぐそばで、何不自由なく 
oka kuni ne casikar=an. 暮らせるように城を建てて 
cisekar=an よ. 54 cisekar=an yakne  家を建てるよ。家を建てたら 
oro ta a=anu rusuy wa  そこに住んでもらって、 
a=reska rusuy kusu 私が世話をしたいので 
yan=an ruwe ne na. i=tura yan."  きたのです。一緒に行きましょう」 
sekor hawas wa  と言って 
orowa a=kotanuhu ka  そこで、私の村を 
ehopi paye=an ka niwkes korka  離れて行くのも忍びないが 
                                                   
51 a=nu kor an=an：この叙述者は、アイヌの父親である。 
52 pencay：日本語の「弁財船」から。和人の大型の船であり、交易あるいは戦闘のために
やってくる。 
53 i=soyke ta：soy(-ke)は「～の外」という位置名詞だが、この場合は城のすぐ外というこ
とで、城の近くにということを表す。 
54 cisekar=an よ：casikar=an「城を建てる」と言ってしまったので、言い直している。 
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 a=poho ye wa hawean pe ne kusu  息子がそういうので 
orowa a=kor pa p pirka hike  私の財産のうちの良いものを 
cip or a=o hine  舟に積んで 
orowa i=ecipo55 hine <ne> tono kotan ta  舟に乗せてもらって、殿様の村に 
sisam kotan ta paye=an ruwe ne. 和人の村に、私たちは行った。 
orano a=poho i=pirkaresu  それから息子は私たちを大事にし 
i=tomteresu ayne  ちゃんと世話をしてくれて 
soyke ta kane cise kar hine  城の外に立派な家を建てて 
kane cise or_ ta oka=an w_a  立派な家に私たちは住んで 
orowano nep a=e rusuy  それからは何を食べたいとも 
nep a=kor_ rusuy ka somo ki no  何を欲しいとも思わずに 
a=poho i=paroyki 息子は私を養い 
i=kaoyki p ne kusu 世話をしてくれるので 
nep a=kar ka somo ki no  何をすることもなく 
kamuy tono ne oka=an w_a  私たちは殿様として暮らして 
patek a=kor sine po ne a=kor pe  たったひとりの息子だったが 
a=i=koahupkar56 hi ne wa  それを手離させられて 
orowano menoko po ka okkayo po ka  それからは女の子も男の子も 
sak utar a=ne a korka  いない夫婦となっていたのだが 
hetopo horka a=poho i=tak kusu ek wa  逆に息子が私たちを呼びに来て 
orowa a=tura wa soyke ta <ta>  ついて行って城の外に（住み） 
kamuy cise or_ ta kamuy iyorot57  立派な家で立派な暮らし 
pirka iyorot ki utar a=ne kor  素敵な暮らしをする夫婦となって 
oka=an ayne <ne>  暮らしているうちに 
                                                   
55 i=ecipo：i=「私たち」e-「～で」cipo「舟を漕ぐ」ということだが、「e4-cip-'o1 ～を
積んで舟に乗る」（静内方言語彙集）にあるように、私たちを乗せて舟が漕がれたということ
で、父親たちは自分の舟ではなく、息子の弁財船に乗って行ったことがわかる。 
56 a=i=koahupkar：ko-「～に対して」ahupkar「～をもらう」＝「～から～をもら
う」。沙流方言辞典には「(子ども) をもらう,養子にする」とあるが、子供以外に対しても
用いられる。wakka k=ahupkar kusu k=ek na.「私は水をもらいにきました」（沙流地方の
夜水を汲むときの呪文）。 
57 iyorot：「人の仲間入りをする」ことなので、ここでは和人の中で生活することと解釈した
上で、ただ「暮らし」と訳した。 
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 tane anakne a=poho anakne  今や、息子は 
pirka katkemat kor hine <ne>   美しい妻をめとって 
poronno okkayo po ka kor  男の子も大勢もうけ 
menoko po ka kor wa  女の子も生まれて 
a=koomap kor oka=an ayne <ne>  一緒に可愛がって暮らしているうち 
kemapase utar a=ne a ruwe ne kusu  私たちは年老いたので 
a=eysoytak hawe ne na.  この話をしておくのだ。 
sekor sino nispa hawean kor  と、本当の長者が言いながら 
onne wa isam ruwe ne. 天寿を迎えたのだ。 
 
 
（なかがわ ひろし・千葉大学普遍教育センター） 
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 Ainu Folklore Text-14 
Nabe SHIRASAWA's uepeker 
 
 
NAKAGAWA Hiroshi 
Summary: 
This text was told by the late Ms. Nabe Shirasawa (1905-93, born in Chitose), on August 31, 
1988. It is the story of an Ainu man who had to give his only son to a Japanese lord and of 
the grown-up son who destroyed many evil monsters. The substantial protagonist of this 
story is apparently the son, although it is told from the point of view of the Ainu father 
through the entire story. For this purpose all of the boy’s actions are depicted in a style of 
hearsay report. Probably it must end with a happy ending by the constraint of Ainu narrative 
frame, in which the father should take back his son from the lord, so that this story must be 
told from the perspective of the father. 
 
Outline of text: 
I was a rich Ainu man and my wife is also a hard worker. She got pregnant and gave 
birth to a boy. One day my wife and I sailed to a Japanese city for trading. The Japanese 
lord welcomed us and loved my son. After a warm reception for several days the lord 
asked us to give our son for him. We rejected it hard but finally we gave up and left the 
child in the city. Back to my home, I heard the rumor that our son grew up and became a 
good hunter.  
One day came a letter to our load from a lord of a far-away city. It read as follows. 
There lived on the mountain by the city a giant bird, which ate every Japanese entering 
the forest. Therefore the lord requested our son to destroy it. Our lord had been rejecting 
the demand for six years, but at last he decided to dispatch our son there. Hearing the 
rumor I prayed for our gods. Our son went to the mountain and slained the bird by an 
arrow and returned safe. 
   After a while another lord sent him a letter again. It read as follows. There lived on 
the mountain near the city an evil bear-like monster called cicikewna, which ate every 
Japanese who entered the forest. Therefore the lord also requested our son to destroy it. 
Our lord had been rejecting the demand for six years, but at last he decided to dispatch 
our son again. Hearing the rumor I prayed for our gods. Our son went to the mountain 
and slain the monster and minces the meat then gave it to fallen trees lest it should 
reincarnate. 
   After a while again another lord sent him a letter. It read as follows. There lived by 
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 the lake near the city a monster, which was like a boat turned over with a mouth around 
which it seemed to attach red cloths. Those who were chased after by the monster 
couldn’t return alive. Therefore the lord requested our son to destroy it. He went to the 
lake and provoked it to chase him after. While they went around a big tree, he shot an 
arrow and killed it. Then he minces the meat and gave it to fallen trees. 
   As he returned safe, our lord was much pleased and he said that he would hand over 
the castle to the son and that he would go out of it wearing only an unlined cloth. Our 
son tried to stop him but the load left the castle. I heard such a rumor. 
   One day a big Japanese ship called pencay came to the shore by our village. Then 
our son came to my home and said that he wanted to live with us in the Japanese city. I 
missed my village but as my son invited us I decided to go to the city. My son made a 
splendid house near the castle and took good care of us. He married a beautiful woman 
and got many boys and girls. We lived there cherishing our grandchildren and became 
old. So I told this story. 
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